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小児科学分野 
論文 
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学会発表数 
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シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 7 47 2 63 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

森内浩幸・教授 ICD-11 Pediatric Topic Advisory Group  WHO（世界保健機構） 

森内浩幸・教授 社会保障審議会統計分科会「疾病・傷害及び死

因分類専門委員会」 専門委員（H22.9~H31.2） 
厚生労働省（大臣官房統計情報部） 

森内浩幸・教授 HTLV-1 対策推進協議会 構成員（H27.9~H29.9） 厚生労働省（健康局） 

森内浩幸・教授 領域アドバイザー（H26.6~H29.3） 独立行政法人 科学技術振興機構 

森内浩幸・教授 科学研究費委員会（小児科学） 専門委員

（H27.12~H28.11） 
独立行政法人 日本学術振興会 

森内浩幸・教授 血液医学選考委員会 委員（H25.4～H29.3） 先進医薬研究振興財団 

森内浩幸・教授 「長崎における黄砂等の小児呼吸器疾患・機能

に対する疫学研究会合」 委員（H25.7~H29.3） 
一般社団法人 環境情報科学センター 

森内浩幸・教授 特定疾患対策協議会 委員（H25.4~） 長崎県 

森内浩幸・教授 予防接種健康被害調査委員会 専門医師 
（H25.7~H28.3） 

長崎県（福祉保健部医療政策課） 

森内浩幸・教授 麻しん風しん対策会議 委員（H25.2~H29.3） 長崎県 

森内浩幸・教授 感染症対策委員会 委員（H23.8～H29.6）  長崎県（福祉保健部） 

森内浩幸・教授 地域医療検討会周産期医療専門部会 委員 長崎県 

森内浩幸・教授 保健医療対策協議会「小児･周産期･産科医療確

保対策部会」 委員（H24.1~H30.3） 
長崎県（福祉保健部） 

森内浩幸・教授 ATL ウイルス母子感染防止研究協議会関連協議

会 委員 
長崎県 

森内浩幸・教授 福祉保健審議会 委員（H24.7~） 長崎県 

森内浩幸・教授 新生児聴覚検査推進事業検討協議会 委員 
（H24.5～H30.3） 

長崎県 

森内浩幸・教授 先天性代謝異常等検査事業検討協議会 委員 
（H26.1~H31.10） 

長崎県（こども家庭課） 

森内浩幸・教授 指定難病審査会 委員（H26.12~H30.12） 長崎県 

森内浩幸・教授 親子支援ネットワーク地域協議会 委員 長崎市 

森内浩幸・教授 西海市予防接種健康被害調査委員会 委員

（H27.8~H29.8） 
西海市 

森内浩幸・教授 医事関係専門 委員（H24.10~H30.9） 長崎地方裁判所 

森内浩幸・教授 評議員（H24.4~） (財)長崎県健康事業団 

森内浩幸・教授 長崎結核対策委員会 委員（H25.5~H28.3） 長崎市教育委員会 

森内浩幸・教授 学校医部会 委員長（H26.6~） 長崎県医師会 

森内浩幸・教授 母子保健・少子化対策等検討委員会 委員長

（H26.6~） 
長崎県医師会 

森内浩幸・教授 腫瘍統計委員会及び長崎腫瘍組織登録委員会 

委員 
長崎県医師会 
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森内浩幸・教授 医学用語管理委員会 委員（H25.4~H29.6） 日本医学会 

森内浩幸・教授 代議員（H25.11～H29），予防接種・感染症対策

委員会 委員（H24.6~H29.5），国際 WG 対応協

力員（H26.4~H29.1），学術委員会 委員

（H26.5~H29.5），国際渉外委員会 委員

（H26.5~H29.5），用語小委員会 委員長

（H24.9~），試験運営委員会幹事，英文誌編集

委員会 委員（H26.5~H29.5），専門医試験出題 

委員（H24.3～H29），九州地区資格認定委員会 

委員（H27.4~H29.3），長崎地方会 会長 

日本小児科学会 

森内浩幸・教授 理事（H28~H29），教育委員会 委員

（H24.11~H29），小児感染症専門医検討委員会

委員（H24.11~H29），将来計画委員会委員

（H24.11~H29）渉外、広報（H28~H29） 

日本小児感染症学会 

森内浩幸・教授 理事（H26~H29），ウイルス検査体制委員会 委

員長（H25~H31），ウイルス編集委員会 医員

（臨床医学）（H28~H31） 

日本ウイルス学会 

森内浩幸・教授 会長（H28.5~H29.5），常任幹事（H26.6~H29.5） 日本臨床ウイルス学会 

森内浩幸・教授 評議員（H26.10~H30） 日本母乳哺育学会 

森内浩幸・教授 理事（H27.8～H29），総務委員会 委員，診療

委員会 委員，倫理利益相反委員会 委員長 
日本 HTLV-1 学会 

森内浩幸・教授 評議員（H27.8~H29） 九州学校保健学会 

森内浩幸・教授 顧問 先天性トキソプラズマ&サイトメガロウイル

ス感染症 患者の会「トーチの会」 

森内浩幸・教授 編集顧問 月刊「医学と薬学」 

森内浩幸・教授 トキソプラズマ抗体検査の学術的配布物のアド

バイザー（H28.5~H29.3） 
ヤマサ醤油株式会社（診断薬部） 

森内浩幸・教授 情報誌監修等（H28.4~H29.3） 武田薬品工業株式会社 

岡田雅彦・准教授 長崎結核対策委員会 委員（国立学校学校医代

表）（～H29.3） 
長崎市教育委員会 

岡田雅彦・准教授 評議員（H24.11~H29）、研究委員会（H28~H29） 日本小児感染症学会 

岡田雅彦・准教授 附属学校 学校医（H26.4～H30.3） 長崎大学教育学部 

木下史子・講師 福祉保健審議会 委員（H27.7~H30.6） 長崎県（福祉保健部） 

木下史子・講師 周産期医療検討委員会 委員（H28.4～） 長崎県（福祉保健部） 

中嶋有美子・講師 非常勤医師（乳幼児健康診査）（H25.4~H29.3） 長崎市 

伊達木澄人・講師 先天性代謝異常等検査事業検討協議会委員 
（H26.1~H31.10） 

長崎県（こども家庭課） 

伊達木澄人・講師 
 

長崎市夜間急患センター運営協議会委員 
（H27.11~H29.10） 

長崎市医師会（指定管理者） 

伊達木澄人・講師 附属学校 学校医（H28.4～H29.3） 長崎大学教育学部 

白川利彦・助教 腎臓健診委員会 委員 長崎医師会医療センター診療所 

橋本邦生・助教 「長崎における黄砂等の小児呼吸器疾患・機能

に対する疫学研究会合」委員（H25.7~H29.3） 
一般社団法人 環境情報科学センター 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

森内浩幸・教授 厚生労働省 分担 HTLV-I 母子感染予防に関する研究：HTLV-I
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抗体陽性妊婦からの出生児のコホート研究

（研究代表者：板橋家頭夫 H26 年度～H28
年度） 

森内浩幸・教授 厚生労働省 分担 がん臨床研究事業:HTLV-1 キャリア・ATL
患者の実態把握、リスク評価、相談支援体制

整備と ATL/HTLV-1 感染症克服研究事業の

適正な運用に資する研究（研究代表者：内丸

薫 H26 年度～H28 年度） 

森内浩幸・教授 日本医療研究開発機構 分担 母子感染に対する母子保健体制構築と医療

技術開発のための研究、母子感染に対する母

子保健体制構築と医療技術開発のための研

究（研究代表者：藤井知行 H28 年度） 

森内浩幸・教授 独立行政法人日本学術振興会 代表 基盤研究 B：先天性風疹症候群は今後も脅威

であり続けるのか？：ベトナムにおけるレッ

スン（H28 年度～H30 年度） 

森内浩幸・教授 長崎大学熱帯医学研究所 代表 熱帯医学・グローバルヘルス研究科専任教

員:教育研究支援経費（H26 年度～H28 年度） 

中嶋有美子・講師 公益財団法人 森永奉仕会 代表 集団保育の現場におけるサイトメガロウイ

ルス感染の実態調査：栄養方法や保育方法に

よる影響（H27 年度応募分 H28.7 採択） 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

森内浩幸・教授 非常勤講師（こどもの保健 I・栄養） 長崎大学教育学部 

森内浩幸・教授 非常勤講師（小児看護学Ⅰ）（H26.4~H29.3） 長崎県立大学シーボルト校 

木下史子・講師 非常勤講師（乳幼児の成長発達と病態）（小

児看護学方法論Ⅰ）（H27.4~H29.6） 長崎市医師会看護専門学校 

木下史子・講師 非常勤講師（小児看護学Ⅰ）（H28.4~H29.3） 長崎県立大学シーボルト校 

伊達木澄人・講師 非常勤講師（小児看護学Ⅰ）（H28.4~H29.3） 長崎県立大学シーボルト校 

伊達木澄人・講師 
非常勤講師（小児看護学方法論Ⅰ） 
（H28.4~H29.3） 

長崎市医師会看護専門学校 

白川利彦・助教 非常勤講師（小児看護学Ⅰ）（H28.4~H29.3） 長崎県立大学シーボルト校 

白川利彦・助教 
非常勤講師（小児看護学方法論Ⅰ） 
（H28.4~H29.3） 

長崎市医師会看護専門学校 

白川利彦・助教 非常勤講師（小児科学）（H27.9~H28.3） 長崎医療技術専門学校 

橋本邦生・助教 非常勤講師（小児看護学Ⅰ）（H28.4~H29.3） 長崎県立大学シーボルト校 

橋本邦生・助教 
非常勤講師（小児看護学方法論Ⅰ） 
（H28.4~H29.3） 

長崎市医師会看護専門学校 

里龍晴・助教 
非常勤講師（小児看護学方法論Ⅰ） 
（H28.4~H29.3） 

長崎市医師会看護専門学校 

里龍晴・助教 非常勤講師（こどもの保健 I） 長崎大学教育学部 

舩越康智・助教 
非常勤講師（小児看護学方法論Ⅰ） 
（H28.4~H29.3） 

長崎市医師会看護専門学校 
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新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

森内浩幸・教授 母子感染 

 

 

トーチの会 

①女性自身 

②日ﾃﾚ NEWS24 

③朝日新聞 

④東京新聞 

2016.2.23 
2016.2.25 
2016.5.4 
2016.7.22 

先天性サイトメガロウイルス感染症お

よび先天性トキソプラズマ症の重要性

を国民に啓発するとともに、患者会のサ

ポートを行った。 

森内浩幸・教授 予防接種について た ま ご ク ラ

ブ・ひよこクラ

ブ 

2016.6 月号 予防接種の重要性を、小さい子どもを持

つ両親に啓発した。 

森内浩幸・教授 医学用語をわかりや

すく 

①読売新聞 

②夕刊読売新

聞 

③ 朝 日 新 聞

DIGITAL 

2016.5.30 
2016.6.8 
 
2016.8.5 

医学用語を医療従事者間だけではなく、

一般の方々とも正しく共有できるよう

な取組を紹介するとともに、患者・家族

の心を傷つける恐れのある用語の問題

点を検討した。 

森内浩幸・教授 
岡田雅彦・准教授 

医療的ケア児 九州医事新報 2016.4.20 小児の在宅医療の現状を紹介し、今後の

課題について検討することによって、今

後益々の普及と充実を目指した。 

森内浩幸・教授 言わせて! yomiDr.（ヨ

ミドクター） 
 [子宮頸がんワクチ

ン特集・第 2 弾] 
ワクチンで防げる悲

劇を見逃していいの? 

YOMIURI 
ONLINE 
yomiDr. 

2016.8.31  

 


